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３．１ 基本理念 

 
下水道を取り巻く社会経済情勢の変化や将来に向けた課題等を踏まえ、下水道が持つ

さまざまな使命と役割を果たすため、これからの福岡市下水道の「基本理念」を定めま

した。この「基本理念」のもと目指すべき将来像を描き、事業の選択と集中を図りなが

ら、効率的・効果的に下水道事業を進めます。 

 

 

 

 

 
 
 

３．２  ⽬指すべき将来像 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適切な汚水処理により、市民が豊かで美しい水環境の恵みを享受するとともに、多様

な分野との連携により下水道のポテンシャルを最大限活用し、豊かな環境の創出に貢献

します。 

第３章 ⻑期ビジョン 

基本 
理念 「快適なくらしを守り、 

  都市の魅⼒を⾼め、 
未来につなげる下⽔道」

（２）ポテンシャルを活かし、豊かな環境を創出する下⽔道 

（１）時代の変化を先取りし、くらしを⽀え続ける下⽔道１） 
時代の変化を先取りし、健全な経営のもと、下水道サービスを持続的に提供すること

により、市民の生命・財産を守り、快適で安全安心なくらしや経済活動を支え続けます。

２）

（３）新たな価値の創造へ、チャレンジする下⽔道 ３）
これまでに蓄積してきた技術や経験、新たな技術開発により、地域や世界とつながり

を深め新たな価値の創造に向け、時代の先頭に立ってチャレンジします。 
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取組みの方向性 

健全な水環境の創出 

水・資源・エネルギーの供給拠点 

低炭素・循環型社会の実現 

持続可能な次世代下水道への進化 

最適な下水道サービスの提供 

災害に強い強靭な下水道 

目指すべき 

将来像 １）時代の変化を先取りし、くらしを支え続ける下水道

人口減少・少子高齢化や施設の老朽化等の時代の変化を先取りした、持続可能

でフレキシブルな次世代の下水道システムが構築され、市民の快適なくらしを支

えています。

人・モノ・カネのアセットマネジメントが確立され、適正な料金体系に基づく

自立経営や官民連携の推進により、機動的な組織体制のもと、職員がイキイキと

働き、市民のくらしを快適にする下水道サービスが提供されています。 

ハードとソフト両方を組み合わせた防災・減災対策により、計画規模以上の豪

雨や予期せぬ大地震等の災害に対しても被害を最小化し、安全・安心なくらしや

経済活動を支えています。 

２）ポテンシャルを活かし、豊かな環境を創出する下水道

すべての市民が適切な汚水処理システムを利用でき、生態系へ配慮した栄養塩

類の能動的な管理等により、地域に望まれる健全な水環境が創出されています。

様々な分野の産学官と連携し、下水道が有するポテンシャルを最大限に活用する

ことにより、下水道施設が、水・資源・エネルギー等の供給拠点になっています。 

水素社会の構築や温室効果ガス排出量の削減など、下水道が低炭素・循環型社会

の構築に寄与し、地球環境の保全に貢献しています。

取組みの方向性 

目指すべき 

将来像 
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下水道の歴史・文化や施設の「見える化」により、下水道施設が国内外からの

視察地や観光コースとなり、下水道の魅力を広く発信し、市民の理解が浸透して

います。 

世界をリードする下水道の技術開発拠点となっており、その技術がまちづくり

にも活かされ、福岡の新たな魅力となっています。 

世界をリードする技術開発拠点 

国際貢献・水ビジネスのハブ都市

見える・魅せる下水道

地域を引っ張る下水道のリーダー都市
周辺自治体等と連携し、福岡都市圏及び九州・日本の下水道を牽引し、下水道

の発展に貢献するリーダー都市となっています。 

３）新たな価値の創造へ、チャレンジする下水道

福岡市が誇る技術・ノウハウを活かした官民連携の国際貢献・ビジネス展開に

より、世界の水問題解決に貢献するとともに、国際水ビジネス拠点となっていま

す。 

目指すべき 

将来像 

取組みの方向性 
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４．１ 施策⽬標 

長期ビジョンの実現に向け、今後 10 年間（平成 29（2017）年度～平成 38（2026）年

度）に実施する中期計画の施策体系を以下に示します。 

⽬指すべき 
将来像 施策⽬標 主要施策 主な事業 

１）時代の変化を 
先取りし、くらし 
を⽀え続ける 
下⽔道 

Ⅰ 
持続可能な下⽔道 
システムの構築   
【P52】 

Ⅰ－１ 
主要施設の再構築    【P52】 中部⽔処理センター関連再構築 

Ⅰ－２ 
下⽔道施設の適切な 
維持管理・更新     【P54】

既存施設の適切な維持管理 
アセットマネジメントの推進 

Ⅰ－３ 
経営基盤の強化     【P58】

下⽔道経営計画の策定 
経営基盤の強化 
資産の有効利⽤ 

Ⅰ－４ 
組織体制の強化・⼈材育成【P59】

最適な執⾏体制の構築 
⼈材育成・技術継承 

Ⅱ 
災害に強い下⽔道  
【P61】 

Ⅱ－１ 
浸⽔対策の推進     【P61】

⾬⽔整備レインボープラン天神の推進
⾬⽔整備計画Ｄｏプランの⾒直し
ソフト対策の充実 
⾬⽔流出抑制施設の導⼊促進 

Ⅱ－２ 
地震対策の推進     【P65】

下⽔道施設の耐震化 
下⽔道 BCP の充実・強化 

２）ポテンシャル
を活かし、豊かな
環境を創出する 
下⽔道 

Ⅲ 
健全な⽔環境の 
創出 
【P68】 

Ⅲ－１ 
汚⽔処理の最適化    【P68】

⾼度処理の推進 
未普及、未⽔洗化地区の解消 

Ⅲ－２ 
合流式下⽔道の改善   【P69】

博多駅周辺、天神周辺地区の分流化
合流式下⽔道改善計画の⾒直し 
都⼼部の⽔辺空間等における対策強化

Ⅳ 
低炭素・循環型社会 
への貢献 
【P71】 

Ⅳ－１ 
下⽔処理⽔の有効利⽤  【P71】

再⽣⽔利⽤下⽔道事業の推進 
下⽔処理⽔の新たな活⽤ 

Ⅳ－２ 
下⽔汚泥等の有効利⽤  【P72】

下⽔汚泥の新たな活⽤ 
下⽔バイオガスの新たな活⽤ 
下⽔道ポテンシャルの新たな活⽤

Ⅳ－３ 
地球温暖化対策の推進  【P73】

省エネルギー化の推進 
再⽣可能エネルギーの導⼊推進 
環境報告書の公表 

３）新たな価値の 
創造へ、チャレン
ジする下⽔道 

Ⅴ 
⾝近な下⽔道  
【P76】 

Ⅴ－１ 
市⺠理解の促進     【P76】

市⺠の下⽔道事業への理解促進 
お客様満⾜度の向上 

Ⅴ－２ 
「⾒える化」の推進   【P77】

多⾓的な広報 
ぽんプラザの活⽤推進 

Ⅵ 
地域活性化への貢献
【P80】 

Ⅵ－1 
地域社会への貢献    【P80】

まちづくり等への貢献 
周辺⾃治体等との連携 

Ⅵ－2 
技術開発の推進     【P81】

技術開発の推進 
産学官との連携強化 

Ⅵ－3 
国際貢献・ビジネス展開の推進

【P81】

国際貢献・国際協⼒ 
官⺠連携のビジネス展開 

第４章 中期計画（H29-H38） 




